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リハビリテ ーシヨン工学に関心をもって
おられる人が我が固にいったいどのくらい
いるのか明らかではありませんが、約40
人に 一人と言われる我が国の障害者数をみ
ても、かなりの数にのぼることは間違いな
いと思います。私どもは、リハビリテーシ
ョンに関連した工学技術を研究・開発する
者として、自分の研究・開発したものが果
して本当に役立つのだろうか、役に立って
いるのだろうか、と不安にかられることが
時々あります。また、リハビリテーション
機器について研究している研究者は「運動
機能障害の患者に使い易い皿を開発しでも、
家庭の中で一人だけ特別なプラスチック製
の 皿で食事することに寂しさを感じるとい
う理由により、せっかく開発したものを使
いたがらない」といった内容のことを書い
ています。このように、効率や能率の面だ
けでは解決できないところに、障害者用機
器 を開発する難しさがあると言え ます。大
げさに表現すれば、使用者と 心が通い、使
用者に喜びと生きがいを与えなければ、本
当のリハビリテ ーション機器と言えないの
ではないでじょうか 。

我が国で私どものような工学関係者がリ
ハビリテーションの領域に関心を持ち積極
的な研究・開発活動を始めるようになって
から、既に20年近くが経過しました。こ
の聞に工学・技術は 大変な進歩を見也、私
達の日常生活に多大な恩恵を与えているこ
とは御存じの通りです。そして、リハビリ
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テ ｝ションの領域においても、これらの進
歩を背景としてリハビリテーション工学と
いう新しい分野が確立され、肢体障害や感
覚障害などの分野を対象に積極的な研究・
開発が行われてきました。これらの研究・
開発の結果は、障害者のリハビリテーショ
ンに少なからず貢献していますが、今後よ
り一層の発展をめざすためには、いくつか
の解決すべき課題が残されています。その
中の最大の諜題は、先に述べたように、「
研究・開発の結果がどれ程リハビリテ ーシ
ョンの現場に反映されるか」という点に尽
きると，思います。

リハビリテ ーション工学の研究・開発に
おいては、障害者やリハビリテーション現
場の要求をいかに正確に把握できるかに、
その成否がかかっているといっても過言で
はないと思います。そのためには、研究・
開発に携わる者自身がリハビリテ ーション
の現場をよく知ることが必要であると共に、
障害者自身やリハビリテーションの現場で
働くスタッフの協力が必要不可欠です。ま
た、研究・開発の結果を現場に還元する際
にも、これらの方々の協力なくしては不可
能です。

一方、リハビリテ ーションの現場や障害
者の教育現場においても、新しく開発され
た機器・システムを利用する場合や、自分
達で機器に関する種々の工れ行う場合、
訓練や評価に工学的手法を利用した場合な
どに、工学・技術関係者の協力や機器につ

．

 

．，
．
A

 

．

 






